
６月８日（水）、茨城県民文化センターにて芸術鑑賞会を開催しました。本年度は日本の古典芸能鑑賞ということで、コ

ロナウィルス対策をしながら漫才・講談・落語を鑑賞しました。 

 

鶴光師匠の落語では、師匠のキャラクターそのままに、ギリギリのネタで会場を沸かせていただきました！ 

花束贈呈でも鶴光師匠の“らしさ”全開で、アドリブを利かせながら生徒会の生徒と楽しくやりとりしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神田京子先生は今はやりの講談ということで、金子みすずさんの生い立ちを、張り扇で机を叩いてリズムを取りながらお

話していただきました。（神田先生、写真取り忘れてしまって申し訳ございません！） 

漫才教室では、本校生徒がボルトボルズさんのボケにツッコミを入れました。事前打ち合わせなしでいきなりステージに

上がってのパフォーマンスでしたが、キレのあるツッコミで会場が笑いに包まれました！２人とも良いツッコミでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落語教室では、本校の生徒３名が柳雀師匠のご指導の下、そばのすすり方に挑戦してみました。こちらも事前打ち合わせ

なしでいきなりでしたが、すする音のマネも含めてしっかりすすれていました。３人とも挑戦してくれて、ありがとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボルトボルズさん、神田京子先生、春風亭柳雀師匠、笑福亭鶴光師匠、笑顔があふれる楽しい公演をありがとうございま

した！！笑うってステキですね！ 

 


